



3.0 の時代まで ― 
 
The marketing formation and evolution of the US: 
From the marketing conception created  
to the marketing 3.0 
 





 1-1 マーケティング概念の創成 
 1-2 マーケティングの定義の確立 
第二章 マーケティング概念の発展 
 2-1 4P 理論 
 2-2 7P 理論 
 2-3 マーケティング 1.0 の時代 
 2-4 4C 理論 
 2-5 マーケティング 2.0 の時代 
 2-6 マーケティング 3.0 の時代 
第三章 今日的マーケティング 3.0 概念の確立と展開 
 3-1 顧客に対する新しい認識 























第 1 章 マーケティング概念の開花 
1-1 マーケティング概念の創成 











MBA Solution 代表の安部（2009）の話によると、「1900 年・当時のアメリ



















































鉱業 3.4%、建設業 4.1%、工業 18.3%、運輸・通信・公益事業 10.9%、商業 16.4%、







































四つのＰが強調されてきた。さらに、AMA の定義は 2004 年に改訂され、顧客
価値、顧客管理が強調されている。 
そしてに AMA のマーケティング定義改訂は 4 回ある。60 年、85 年、2004
年、2007 年である 6。 
 
4 つのマーケティング定義： 
1960 年： 「AMA－Marketing is the performance of business activities 




1985 年： 「AMA―Marketing is the process of planning and executing 
the conception, pricing, promotion, and distribution of ideas, 





2004 年： 「Marketing is an organizational function and a set of processes 
for creating, communicating, and delivering value to customers 







2007 年／2013 年：「Marketing is the activity, set of institutions, and 
processes for creating, communicating, delivering, and 
exchanging offerings that have value for customers, clients, 








Marketing is the performance of business activities that direct the flow of 




の前身）の定義（1935 年）に軽微な修正が加えられ 1948 年に承認され，1960
年に再承認された。そして、次の新定義が 1985 年に発表されるまで半世紀以
上にわたって採用されて来た。この定義において特徴的なことは、まず、マー





よびサービスの）流れを方向づける」（direct the flow of …）際の具体的内容
と方法は示されていないが、それは「4Ps（製品・流通チャネル・プロモーショ
ン・価格）の最適組み合わせ」によって達成されることが想定されていよう 7。 
そして 85 年 AMA 定義の問題点がいくつか課題として表明された。それは主















図 1：JMA マーケティング定義委員会によって集約されている課題 






「 In our view, in 2004, the AMA made an unfortunate decision to 
narrowly define marketing as a managerial activity focused totally on, 
and essentially conducted for, the benefit of the firm (and the firm’s 
definition of “its stakeholders”). It was our reaction and that of many 
others that the AMA’s 2004 definition was actually a definition of 






「In a relatively short period (three years), the AMA transformed its 
definition to an inclusive view of marketing that, while still recognizing 
the central role of managerial practices, also recognizes the larger domain 
and perspectives of others in the field, as well as marketing’s broader role 
and responsibility to offer value for customers, clients, partners, and 
society at large.」 
訳：従って、AMA は前回改訂からたった 3 年、2007 年に「より大きなドメ
インとパースペクティブ、および顧客らに価値を提供するというマーケ
ティングの広範な役割と責任、を認識できるように定義を修正したので




   （企業以外の公共・社会的組織運営にまで拡大する） 
（２）関係者の常に変化するニーズを掴む 
   （環境変化やそれに伴う価値観の変化を前提とする） 
（３）マーケティングの関連する学識を活かす 
   （実務活動においては社会科学全体と自然科学を含むさまざまな理論を
応用する） 
（４）マーケティングの社会的役割と責任を応じる 
   （環境改善を含む社会的貢献や生活創造活動を含むサスティナブル
（Sustainable）全体の責務に取り組む） 
 
第 2 章 マーケティング概念の発展 
2-1 4P 理論 
1950 年代にはジョーン・ディーン（Joel Dean）の製品ライフサイクル 10 や
ウェンデル・スミス（Wendell Smith）などの市場細分化の理論など、今日の
マーケティング論の基礎となる提唱がされている 11。そして 1960 年にはエド
44 
モント・ジェローム・マッカーシー（Edmund Jerome McCarthy）により 4P
理論が提唱された。エドモンド・ジェローム・マッカーシーが 1960 年に提唱


































































格化・最適化などが考えられた。マーケティング 1.0 は以下のような特徴がある。 
 























2-4 4C 理論 
しかし 1993 年、ロバート・ローターボーン（Robert Lautenborn）によっ
て、買い手側の視点による「4C」という分類がなされた。これは、4P が売り
手側の視点で捉えられているとし、消費者の視点で捉え直そうというものであ
る。4C 理論は消費者から始まる IMC のフレームワークとして作られた 13。四
つの C とは、Consumer（消費者のニーズやウォンツ）、もしくは Customer 















































消費者との交流 1 対 1 の関係 
 







































































3-2 3.0 時代の新しい企業のマーケティング戦略課題 
コトラーたちは、今後企業がビジネス戦略を策定するうえで影響を受けざる
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